
薬理学研究室 
 

 

薬理学とは薬物の作用発現メカニズムの探究を通して、疾病の予防薬およ

び治療薬の開発を行う学問である。 

我々は中枢神経系、すなわち、脳に関連した疾患（精神疾患）に焦点を置き、

その発症メカニズム解明および予防薬や治療薬の開発に向けた研究を行って

いる。 

主な研究方法 

① 行動薬理学的アプローチ： 

記憶、不安および薬物依存に基づくと考えられる実験動物の行動を指標

とする研究方法。精神疾患の発症メカニズム解明を通して脳機能を明らか

にし、新たな精神疾患動物モデル（動物患者）を確立することも我々の重要

な課題の一つである。 

② 神経化学的アプローチ： 

精神疾患患者で異常値が見られる神経伝達物質のレ

ベルを指標とする研究方法。行動薬理学的アプローチ

の裏づけとして極めて重要な意味を持っている。 

主な研究内容 

① 学習／知的機能障害のメカニズム解明 

アルツハイマー病を含む多くの精神疾患では、その発症初期より日常生活に必要な短期的な記憶

である作業記憶（例えば、電話番号を覚えて電話をかけるのに必要な一時的な記憶）が障害される。

我々は、この作業記憶障害のメカニズムおよびその予防薬や治療薬の開発に向けた研究を行ってい

る。 

② 脳内“大麻様物質”の機能解明 

我々の脳内には、大麻の主成分カンナビノイドに類似する成分がある。我々は、脳内

カンナビノイドが薬物への渇望 （craving）に如何なる役割を演じているかを解明するた

めに研究を行っている。 

③ 精神疾患動物モデルの作成と創薬への応用 

アルツハイマー病、統合失調症、薬物依存症及び不安神経症などの精神

疾患は増加傾向にあり、それらの予防薬および治療薬の開発が切に望まれ

ている。我々は、それらの動物モデルの作成および予防薬や治療薬開発を

目的とした研究を行っている。 

④ 脳機能に対する“食物”の影響の解析 

食品由来成分が健康食品として広く愛用されている。しかしながら、そ

れらには科学的な検証が不十分なものが多く、健康被害の報告が後を絶

たない。我々はこのような社会的背景を考慮し、薬理学的方法による食品

由来成分の機能性評価を行っている。 
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